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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第66期第１四半期連結累計（会計）期間及び第65期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第65期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 回次 
第65期 

第１四半期連結 
累計（会計）期間 

第66期
第１四半期連結 
累計（会計）期間 

第65期  

会計期間 
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日 

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日 

自平成21年４月１日 
至平成22年３月31日 

売上高（千円）  1,892,726  2,424,770  8,911,518

経常利益又は経常損失（△）
（千円） 

 △33,318  93,506  235,064

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失（△）（千円） 

 △13,091  59,272  187,733

純資産額（千円）  8,295,877  8,344,529  8,400,122

総資産額（千円）  11,718,036  12,154,768  12,471,123

１株当たり純資産額（円）  1,032.40  1,038.50  1,045.42

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額（△）（円） 

 △1.63  7.38  23.36

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額
（円） 

 －  －  －

自己資本比率（％）  70.8  68.7  67.4

営業活動によるキャッシュ・
フロー（千円）  10,839  133,167  563,826

投資活動によるキャッシュ・
フロー（千円）  189,138  △765,591  △937,332

財務活動によるキャッシュ・
フロー（千円） 

 △54,516  △281,476  377,794

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高（千円）  2,022,958  964,516  1,881,134

従業員数（人）  350  338  349
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 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。  

  

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

  

(1）連結会社の状況                                                                 平成22年６月30日現在

   （注） 従業員数は就業人員であります。 

  

(2）提出会社の状況                                                                 平成22年６月30日現在

   （注） 従業員数は就業人員であります。  

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

従業員数（人） 338   

従業員数（人） 189   
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 （1）生産実績 

当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

 （2）商品仕入実績 

当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）記載金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

 （3）受注状況 

     当社グループ（当社及び連結子会社。以下同じ。）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

  

 （4）販売実績     

当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．記載金額には消費税等は含まれておりません。 

   ２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

     総販売実績に対する割合は次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  926,024  －

難燃剤事業（千円）  590,116  －

ヘルスサポート事業（千円）  194,394  －

報告セグメント 合計（千円）  1,710,535  －

セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  408,961  －

難燃剤事業（千円）  52,049  －

ヘルスサポート事業（千円）  87,600  －

報告セグメント 合計（千円）  548,612  －

セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

前年同四半期比（％） 

ファインケミカル事業（千円）  1,351,854  －

難燃剤事業（千円）  790,286  －

ヘルスサポート事業（千円）  282,630  －

報告セグメント 合計（千円）  2,424,770  －

相手先 

前第１四半期連結会計期間
（自 平成21年４月１日 

    至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 

    至 平成22年６月30日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一工業製薬株式会社  96,333  5.1  249,152  10.3

中尾薬品株式会社  288,148  15.2  232,934  9.6
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 当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

 なお、重要事象等は存在しておりません。  

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

（1）業績の状況 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の経済拡大に牽引され、景況感は回復しつつあります

が、ＥＵ諸国の財政危機を起因とする円高や株安などがあり、また、国内は設備投資の停滞やデフレ圧力などによ

り、企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いております。  

 化学業界におきましても、需要は回復基調にありますが、本格的な生産の回復には至っておらず、また他社との

競争は益々激化しており、依然として厳しい経営環境が続いております。 

 このような経済環境下にあって、当社グループは、当社の得意技術を更に深堀りして独自の技術とノウハウで取

引先との信頼関係を築き、受注の拡大を図り、また徹底したコスト削減を図ってまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間の当社グループの売上高は 百万円（前年同四半期比＋ 百万円、

％増）となり、営業利益は 百万円（前年同四半期は 百万円の損失）、経常利益は 百万円（前年同四半期

は 百万円の損失）、四半期純利益は 百万円（前年同四半期は 百万円の損失）となりました。 

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①ファインケミカル事業 

 ファインケミカル事業全体としては、依然リーマンショック前の水準には至っていないものの、緩やかな回復傾

向にて推移しております。電子材料については、半導体、電子・精密機器などのハイテク分野に使用される材料は

各ユーザーの在庫調整が一段落し、需要は回復傾向にあります。医薬関連製品については、経済状況に影響される

ことなく堅調に推移いたしました。その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円となりました。

②難燃剤事業 

 難燃剤事業については、家電製品やＩＴ関連製品のプラスチック分野に使われる材料が景気の回復により前年を

上回る需要となり、需要に応じた生産体制が続いていることから順調に推移いたしました。その結果、売上高は

百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

③ヘルスサポート事業 

 ヘルスサポート事業については、人工透析液剤として使用される原料は国内販売がほとんどを占める中、需要は

漸増しているものの、ユーザーの生産調整などがあり、その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万

円となりました。 

  

（2）資産、負債及び純資産の状況 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりま

した。これは主に有価証券・金銭の信託が 百万円減少したこと及び有形固定資産が減価償却により 百万円減

少したことによるものです。  

 負債は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に短期・長期借入金

が返済により 百万円減少したことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に評価・換算差額

等が株式相場の低迷や円高進行の影響により 百万円減少したことによるものです。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

2,424 532

28.1 73 57 93

33 59 13

1,351 167

790 77

282 36

316 12,154

172 96

260 3,810

241

55 8,344

78
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（3）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計期間末に比べて

百万円減少し、 百万円となりました。   

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）   

 当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は 百万円となりました。    

 これは、販売の復調により売上債権が 百万円増加したものの、税金等調整前四半期純利益が 百万円あったこ

と、非資金項目である減価償却費の計上が 百万円あったことによるものです。 

 前第１四半期連結会計期間との比較では、主として業況の回復により税金等調整前四半期純利益が増加したこと

から、前年同四半期比で 百万円の収入の増加となりました。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は 百万円となりました。 

 これは主として金銭の信託等に係る預入期間について、金利面の理由から従来の３ヵ月内から３ヵ月超に延長し

たことによるものです。 

 前第１四半期連結会計期間との比較では、主として金銭の信託等に係る預入期間について、金利面の理由から従

来の３ヵ月内から３ヵ月超に延長したことにより、前年同四半期比で 百万円の支出の増加となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は 百万円となりました。 

 これは主として借入金の返済と配当金の支払によるものです。 

 前第１四半期連結会計期間との比較では、主として借入金の返済により、前年同四半期比で 百万円の支出の

増加となりました。   

                                              

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新 

たに生じた課題はありません。 

  

（5）研究開発活動 

 当第１四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は 百万円であります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

916 964

133

88 94

93

122

765

954

281

226

86
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(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期連結会計期間において、前事業年度末において計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。  

  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  23,200,000

計  23,200,000

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成22年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  8,625,000    8,625,000
東京証券取引所 

市場第二部 

単元株式数 

100株 

計  8,625,000    8,625,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額 

（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

 平成22年４月１日～ 

 平成22年６月30日  
 －  8,625,000  －  1,757,500  －  1,947,850

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

  

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  

（７）【議決権の状況】

  平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      589,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   8,010,800       80,108 － 

単元未満株式 普通株式       24,400 － 
1単元（100株）未満

の株式 

発行済株式総数       8,625,000 － － 

総株主の議決権 －       80,108 － 

  平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

マナック株式会社 
広島県福山市箕沖町

92番地 
 589,800  －  589,800  6.84

計 －  589,800  －  589,800  6.84

２【株価の推移】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円）  420  491  423

最低（円）  381  372  385

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期

連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

   当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１

四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 765,013 758,842

受取手形及び売掛金 3,076,413 2,991,754

有価証券 737,954 1,410,787

金銭の信託 1,250,000 750,000

商品及び製品 982,405 1,068,493

仕掛品 441,476 385,468

原材料及び貯蔵品 439,958 452,192

繰延税金資産 57,761 84,158

その他 62,503 73,711

貸倒引当金 △2,768 △2,503

流動資産合計 7,810,718 7,972,906

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,178,552 1,209,035

機械装置及び運搬具（純額） 679,103 747,318

土地 1,146,675 1,146,717

建設仮勘定 35,856 30,392

その他（純額） 82,430 85,995

有形固定資産合計 ※1  3,122,619 ※1  3,219,460

無形固定資産 5,718 6,012

投資その他の資産   

投資有価証券 783,877 869,882

関係会社長期貸付金 110,950 111,100

繰延税金資産 118,647 82,520

その他 202,836 209,841

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 1,215,712 1,272,745

固定資産合計 4,344,050 4,498,217

資産合計 12,154,768 12,471,123
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,055,551 1,097,594

短期借入金 1,197,564 1,374,864

未払法人税等 11,223 51,539

賞与引当金 64,863 92,401

その他 525,081 409,639

流動負債合計 2,854,283 3,026,038

固定負債   

長期借入金 447,986 511,976

退職給付引当金 221,095 225,885

役員退職慰労引当金 54,729 55,329

負ののれん 152,033 162,168

その他 80,111 89,602

固定負債合計 955,955 1,044,961

負債合計 3,810,238 4,071,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,757,500 1,757,500

資本剰余金 1,947,850 1,947,850

利益剰余金 4,976,135 4,953,132

自己株式 △243,339 △243,328

株主資本合計 8,438,146 8,415,154

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △43,999 10,740

為替換算調整勘定 △49,618 △25,772

評価・換算差額等合計 △93,617 △15,031

純資産合計 8,344,529 8,400,122

負債純資産合計 12,154,768 12,471,123
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,892,726 2,424,770

売上原価 1,556,740 1,937,300

売上総利益 335,985 487,470

販売費及び一般管理費 ※1  393,632 ※1  413,792

営業利益又は営業損失（△） △57,646 73,677

営業外収益   

受取利息 1,866 1,520

受取配当金 6,943 6,501

負ののれん償却額 9,465 10,135

受取ロイヤリティー 8,843 8,843

その他 7,281 7,533

営業外収益合計 34,400 34,534

営業外費用   

支払利息 5,411 7,824

為替差損 － 6,319

デリバティブ評価損 2,307 －

その他 2,353 560

営業外費用合計 10,072 14,705

経常利益又は経常損失（△） △33,318 93,506

特別利益   

前期損益修正益 ※2  12,636 －

固定資産売却益 － 6

投資有価証券売却益 － 1,491

その他 72 －

特別利益合計 12,708 1,497

特別損失   

固定資産除却損 1,972 1,003

ゴルフ会員権評価損 648 －

その他 600 －

特別損失合計 3,220 1,003

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△23,830 94,000

法人税、住民税及び事業税 14,987 9,003

法人税等調整額 △25,726 25,725

法人税等合計 △10,738 34,728

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,091 59,272
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△23,830 94,000

減価償却費 120,990 93,200

負ののれん償却額 △9,465 △10,135

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,100 △600

賞与引当金の増減額（△は減少） △41,561 △27,537

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,543 △4,789

貸倒引当金の増減額（△は減少） 528 265

受取利息及び受取配当金 △8,810 △8,021

支払利息 5,411 7,824

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,491

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,972 997

売上債権の増減額（△は増加） △3,392 △88,701

たな卸資産の増減額（△は増加） 57,943 34,786

仕入債務の増減額（△は減少） △59,400 △40,845

その他 △347 139,020

小計 27,394 187,972

利息及び配当金の受取額 8,810 7,748

利息の支払額 △5,411 △7,840

法人税等の支払額 △19,952 △54,713

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,839 133,167

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △40,770 △90,817

定期預金の払戻による収入 30,677 40,800

金銭の信託の取得による支出 － △700,000

有形固定資産の取得による支出 △41,446 △24,350

投資有価証券の取得による支出 △3,262 △2,713

投資有価証券の売却による収入 16,999 11,291

子会社株式の取得による収入 225,440 －

貸付金の回収による収入 1,500 150

その他 － 48

投資活動によるキャッシュ・フロー 189,138 △765,591

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △78,824 △180,899

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △55,472 △60,390

自己株式の取得による支出 △130 △10

配当金の支払額 △20,089 △40,175

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,516 △281,476

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △2,717

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 145,461 △916,618

現金及び現金同等物の期首残高 1,877,496 1,881,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,022,958 ※  964,516
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   該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、

営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間において区分掲記しております。なお、

前第１四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は 千円であります。  1,506

【簡便な会計処理】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

                                 千円 10,823,914

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

                                  千円  10,747,780

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料及び賞与 109,999千円 

賞与引当金繰入額 19,990  

退職給付費用 4,700  

給料及び賞与 110,067千円 

賞与引当金繰入額 24,405  

退職給付費用 4,381  

※２  前期損益修正益のうち主なものは次のとおりであり

  ます。 

────── 

過年度固定資産税還付金 8,233千円 

過年度受取ロイヤリティー 4,403  

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

  

  （千円）

現金及び預金勘定 807,095

金銭の信託勘定           300,000

有価証券勘定に計上しているＭＭＦ等 302,864

有価証券勘定に計上している譲渡性預

金 
750,000

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △137,002

現金及び現金同等物  2,022,958

  （千円）

現金及び預金勘定 765,013

金銭の信託勘定           1,250,000

有価証券勘定 737,954

 小計 2,752,968

預入期間が３ヵ月を超える定期預金、

譲渡性預金、金銭の信託  
△1,787,145

現金及び現金同等物に含めないその他

預金  
△1,306

現金及び現金同等物  964,516
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   当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平

  成22年６月30日） 

   

   １．発行済株式の種類及び総数 

  

   ２．自己株式の種類及び株式数 

  

   ３．新株予約権等に関する事項 

        該当事項はありません。 

  

   ４．配当に関する事項 

        配当金支払額 

   

   ５．株主資本の金額の著しい変動 

     該当事項はありません。   

（株主資本等関係）

普通株式       千株8,625

普通株式 千株589

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  40,175  5.0  平成22年３月31日  平成22年６月25日 利益剰余金 
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前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  ファインケ

ミカル事業

（千円） 

難燃剤事業

（千円） 

ヘルスサポ

ート事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は 

全社 

（千円） 

連結 

（千円） 
  

売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 1,084,969 458,967 348,789  1,892,726     －  1,892,726

(2) セグメント間の内部売上 
－ － － － （－） － 

   高又は振替高 

       計  1,084,969  458,967  348,789  1,892,726 （－）  1,892,726

営業利益又は営業損失（△）  98,592  12,062  43,090  153,746  (211,392)  △57,646

事業区分 主要製品 

 ファインケミカル事業 機能性材料及び医薬品とそれらの中間体  

 難燃剤事業 プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品  

 ヘルスサポート事業 人工透析液用原料 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは、取り扱う製品の種類別に「ファインケミカル事業」「難燃剤事業」「ヘルスサポート事業」の

３つに事業を区分し、それぞれが戦略を立案して事業活動を展開しております。これら３つの事業区分とそれらに

おける主要製品は以下のとおりです。 

 ファインケミカル事業：機能性材料及び医薬品とそれらの中間体 

 難燃剤事業     ：プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品 

 ヘルスサポート事業 ：人工透析液用原料 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

  （差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用等であります。  

  

（追加情報） 

  当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業 

難燃剤事業
ヘルスサポ 
ート事業 

合計

売上高         

外部顧客への売上高  1,351,854  790,286  282,630  2,424,770

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  1,351,854  790,286  282,630  2,424,770

セグメント利益（営業利益）  167,460  77,144  36,183  280,788

  （単位：千円）

利益  金額 

報告セグメント計  

全社費用（注）  

  

  

280,788

△207,111

四半期連結損益計算書の営業利益    73,677
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当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）  

当第１四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）  

当第１四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

 当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日） 

 当第１四半期連結会計期間末において、取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

がないため、記載しておりません。  

  

 当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）  

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）   

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）  

当第１四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

（金融商品関係）

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）

（資産除去債務関係）

（賃貸等不動産関係）
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益又は損失金額等 

（注） １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、下記のとおりであります。  

  

 当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）   

 該当事項はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）   

 当社グループでは、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

て、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第１四半期連結会計期間にお

いては、当該リース取引残高について、著しい変動は認められず、記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,038.50円 １株当たり純資産額 1,045.42円

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株

式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額（△） △1.63円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり四半期純利益金額 7.38円

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 

（千円） 
 △13,091  59,272

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円） 
 △13,091  59,272

期中平均株式数（株）  8,035,646  8,035,173

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年８月10日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年８月９日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成

22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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